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　　　　　魚津ロータリークラブ会報誌

２０１５－２０１６年度　　R　I　会長　　K.R.　ラビンドラン

２０１５－２０１６年度　　魚津RC会長　　羽田　睦朗

国際ロータリー２６１０地区ガバナー・魚津ＲＣ会長・幹事懇談会　　　　　平成１５年７月３１日

                                                          　ガバナー公式訪問・例会の前、会長・幹事・懇談会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会が開催されました。　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柳生好春ガバナー、石沢地区幹事・平野ガバナ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー補佐、羽田会長・川岸幹事が出席され、ロータ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リーの抱える諸問題、特に会員増強について、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　忌憚のない意見交換が行われました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ロータリーには、若い人にアピールするリーダ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ーシップの見識が必要となっている」と。

第２９７９回　ガバナー公式訪問例会　（於　ホテル・サンルート）　　　　　　

１、開会点鐘・握手

２、ロータリー・ソング　「我らの生業」

３、ゲスト・ビジターの紹介

　　柳生好春国際ＲＩ２６１０地区ガバナー

　　石沢　　　国際ＲＩ２６１０地区幹事

　　平野　　明国際ＲＩ２６１０地区ガバナー補佐

　　　　　　　　　　　　　　４、会長あいさつ（羽田会長）

　　　　　　　　　　　　　　・鴨川一斉清掃奉仕活動に多くの会員が参加され、大変ご苦労さまで　　

　　　　　　　　　　　　　　　した。地域奉仕の一環として、ロータリーを楽しまれたと思います。

　　　　　　　　　　　　　　・職業奉仕・社会奉仕・財団への寄付をして「ロータリーをしよう」。

　　　　　　　　　　　　　　・会員の獲得に、委員会・皆さんの協力で成功させよう。

　　　　　　　　　　　　　　５、幹事報告（川岸幹事）

　　　　　　　　　　　　　　・地区大会のポスターがきました。

　　　　　　　　　　　　　　・国際ＲＩ２６１０地区インターアクト海外研修報告がきています。

　　　　　　　　　　　　　　・第２９回全日本女子野球大会開会の案内

　　　　　　　　　　　　　　・８月の例会案内

　・海上花火大会鑑賞会の開催。８月８日午後６時３０分より、アタゴ美建工業（株）本社で。

６、出席報告（仙丸委員長）

　・今回の出席は２６名、出席率は８６．６６％。欠席者は４名です。

　・２９７７回」のメークアップは谷川さんと中尾さんで、修正出席率は６６．６６％でした。

７、ニコボックスの報告（坪野委員長）

　・柳生ガバナー、石沢地区幹事、平野ガバナー補佐より



　・羽田会長より、「会長就任１年たちました。」

　・宮本さんより、木曽駒ヶ岳へ行って来ました。

８、委員会報告
　・会員委員会（大城委員長）より　「新入会員の拡大」に努力しています。「まず一名を」と思
　　っています。

９、柳生ガバナー公式訪問卓話　　　「ロータリーの魅力について」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・魚津ＲＣ創立６０周年記念誠におめでとうございました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・１０月２４－２５日開催の地区大会には、五木寛之先生はじ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　め素晴らしい講師先生をお招き致しております。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・是非ご参加の程お願いいたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ロータリーの第一の基本は「友情」です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”友情の輪を大切にし、自分の仕事を一生懸命し、世の中
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のためにする。”
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ロータリーの第二の基本は「職業奉仕｝です。
　　　”若い未熟な経営者に入ってもらい、活気あるロータリーを作っていきましょう。”
　・ロータリーには、経験豊かな人が沢山います。この年にならないと分からないことが一杯
　　あります。
　・ロータリーで、本当に、人間成長させていただいています。
　・”ロータリーは素晴らしい”ところです。
　・多くの人にロータリーの良さを理解していただき、友情の輪を広げよりよい社会にしましょう。
　・魚津ロータリークラブのご発展をご祈念いたします。　

｛あとがき｝

　・魚津ＲＣ創立６０周年記念大会が終わって、早くも２か月過ぎました。
　　記念誌はまだ残っていますが、皆さんご苦労さまでした。
　・記念講演の鵬雲斎千 玄室大宗匠先生の熱弁は今回公式訪問さ
　　れた柳生ガバナーにも大きな感銘を与えたようで、大変良かったと
　　思います。
　・その前後、別室で淡交会の先生方のお点前サービスがありました。
　　その時、感じたことですが、野点の方式で、大きな赤い蛇の目傘が
　　開かれ、その傘の持ち手に「綺麗な書体の短冊」が飾られていまし
　　た。大変端正に、美しく感じられたと思います。

　・４００年余り続いた茶道に、当然法則があります。（「利休居士の七則」）
　　「茶は服のように点て、炭は湯の沸くように置き、花は野の花のように活け、
　　　さて夏は涼しく冬は暖かに、降らずとも傘の用意、相客に心せよ、刻限は早目に」
　　です。
　・どれもがごもっともな「則」ですが、「傘」ついて、気になります。
　　単純に「雨除けの傘」なのか。「核の傘」のように「大名の傘」なのか。「秀吉の傘」なのか。
　・俗人の世界では、「天気の良い時、傘を貸してくれるが、雨が降ってくると、傘をとり上げて
　　いく。」　の言葉の「傘」は「？？」を表していますが。

　・さてさて命がけで茶道の世界で生きた「千 利休」の「傘」の意味するものは何であったのか。
　　鵬雲斎千　玄室大宗匠先生の本を読んでも書いてないので、直接聞けばよかったのか。

　・連日、猛暑が続いています、ご自愛をいたしましょう。


